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序文

　本書は、九州新幹線建設工事に伴い埋蔵文化財発掘調査を実施した熊本県玉名郡南関

町に所在する「長山前田遺跡」と玉名市両迫間に所在する「両迫間日渡遺跡」の発掘調

査報告書です。

　両遺跡とも熊本県北部に位置し、阿蘇外輪山に源を発する熊本県下の四大河川の一つ

である菊池川流域に所在する遺跡です。菊池川流域は、古代から熊本県の歴史を語るう

えで欠かすことのできない多くの遺跡が知られています。なかでも全国に類を見ないほ

どの密度で装飾古墳が築かれており、九州中部域の古墳文化を語るうえで重要な地域と

して注目されています。また、古代には現在の山鹿市、菊池市にまたがり「鞠智城（国

指定史跡）」が所在しています。

　このたび、このような歴史的背景を有し文化を育んできた熊本県北部域に九州新幹線

鹿児島ルートが建設され、平成 23年３月 12日熊本県民悲願の新幹線が開通しました。

　県土の発展に伴い、記録保存として発掘調査が行われた本遺跡（本書）が、学術的資

料としてはもとより、郷土の歴史に対する造詣を深めるとともに、県の教育・文化の向

上に対する一助として活用していただけると幸いです。

　最後に、埋蔵文化財発掘調査に御理解、御協力をいただきました玉名市の皆様を始め、

事業主体である独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構に対し心より感謝申しあ

げます。

　平成 24年３月２３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県教育長　山本隆生
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長山前田遺跡発掘調査報告
第Ⅰ章　序言

１　調査にいたる経緯

　長山前田遺跡は熊本県玉名郡南関町長山 26、27-（2）に所在し、九州新幹線建設工事に伴い実施した分布調査で、

試掘調査が必要と判断したなかで確認された新規発見の遺跡である。遺跡の時代は、試掘調査時に弥生時代後期の

台付甕ほか弥生土器が数点出土したことから、当初は弥生時代の遺跡と報告された。

　調査範囲は九州新幹線三池トンネル坑口（三池トンネル終点）から関川を望む丘陵先端部にまで及び、調査面積

は 1,201㎡を測る。

（事業計画の概要）

　九州新幹線鹿児島ルートは、国民経済の発展及び国民生活領域の拡大並びに地域の振興を図る目的で、「全国新

幹線鉄道整備法」に基づき建設されるもので、福岡市から熊本市、鹿児島県川内市を経由し、鹿児島市に至るまで

の総延長約 249㎞の大動脈である。完成により、移動時間の短縮、県内総生産にもたらす経済波及効果及び地域

間交流の拡大等多くのメリットがもたらされることから、各界から早期の開業が望まれていた。

　当該ルートは昭和 48年 11 月 13 日に整備計画の決定及び建設の指示がなされた後、昭和 61年８月 29日に工

事実施認可申請がなされたが、その後の経済情勢や社会情勢の変化に伴い、平成３年８月 22日に先行して八代～

西鹿児島間について工事実施計画が認可され、同年９月７日に起工した。その後、平成 10年３月 12日に船小屋

～西鹿児島間の工事実施計画が認可され、同年６月２日に博多～船小屋間が起工している。

　平成16年３月13日に新八代～鹿児島中央間の部分開業を経て、平成23年３月12日博多～新八代間が開業した。



２　発掘調査の体制及び経過

調査期間　平成 16年 4月 21日から平成 16年５月 31日

調査体制

　調査責任者　文化課長　島津義昭

　調査総括　　課長補佐　倉岡　博

　調査指導　　課長補佐（文化財調査第一係担当）　高木正文

　調査担当　　文化財調査第一係　参事　坂口圭太郎、主任主事　松森由美

　　　　　　　非常勤職員　　　　　       坂本亜矢子　横田光智

　　　　　　　　　

調査助言・指導及び調査協力者

大牟田市教育委員会、南関町教育委員会、和水町教育委員会、玉名市教育委員会

坂井義哉、坂本重義、黒田裕司、竹田宏司、益田浩二

調査に伴う業務委託先

４級基準点測量及びメッシュ杭設置業務　有限会社 古家測量設計

３　報告書の作成

　報告書の作成は、熊本県文化財資料室（熊本市城南町沈目 1667 番地）にて、平成 23年５月９日に一次整理、

二次整理、原稿執筆等一連の作業に着手し、同年５月 31日に終了した。

　

　本書の作成体制は以下のとおりである。

整理責任者　文化課長　小田信也

整理総括　　文化財調査第一係長　村崎孝宏

整理指導　　文化財資料室長　坂田和弘

整理担当　　参事　長谷部善一

　　　　　　非常勤職員　稲葉貴子、唐木ひとみ

整理補助　　石田敦子（班長）、福島典子（副班長）、小早川隆春、塩田喜美子、今崎光成、田中裕子

　　　　　　藤井美智子、田熊敏子、溜淵俊子（以上、一次整理）　

　　　　　　土田みどり、岩下恵美子、築出直美（以上、二次整理）

整理報告に伴う委託業務

　デジタルトレース業務　株式会社 埋蔵文化財サポートシステム　熊本支店



Fig.1　熊本県域における地形表記と九州新幹線建設に伴い発掘調査を実施した遺跡



第Ⅱ章　調査
１　調査地域

　(1) 遺跡の位置及び歴史的背景

　熊本県の西北端部に位置し、行政区では玉名郡に位置する。福岡県大牟田市、みやま市に隣接する県境に

接している。奈良時代から大
おおむつ

水と呼ばれ、927 年完成の『延喜式』兵部省諸国駅伝馬条によれば、この地域

に宿駅が置かれたとされている。 それが「大水駅」であったと考えられる。その後、正式な記録としては平

家物語の中に、南関町の関所が置かれたとする一節があるのみである。

　現在の南関町の中心部近くには、近世には長く肥後国北辺の固めとなる上番関所の「松風の関」（別名「大

津山の関」）が置かれ、町内をとおる豊前街道は豊後街道・薩摩街道・日向街道とならぶ「九州四大街道」の

ひとつで、熊本の城下から南関を経て豊前・小倉を結ぶ参勤交代路であった。参勤交代の道中、肥後藩主ら

が休息をとった「御茶屋」は、現在、豊前街道南関御茶屋跡として保存されている。また、明治 10年（1877

年）の西南戦争（西南の役）では、有栖川宮熾仁親王が大本営を設置し官軍を指揮したとの記録も残る。

　(2) 地理的環境

　地形は北の大津山、西の三池山、南の小岱山、臼間山、東の二城山の小山系で囲まれ、盆地地形を呈する。

南関町内に源を有する関川が大牟田市の境界境（一部は県境）を西流し、大牟田市街を経て有明海に注いで

いる。遺跡は低丘陵性台地上に位置し、小規模な尾根上のわずかな平坦地に所在する。

　(3) 測量

　長山前田遺跡の発掘調査を実施するにあたっては、事前に基準点測量と水準点測量を実施した。基準点は

本調査のきっかけとなった九州新幹線建設工事に伴い鉄道・運輸機構が設置した国土座標系Ⅱ系に基づく日

本測地系により設置している。

　2002 年（平成 14年）４月１日からの改正測量法の施行に伴い、日本測地系から世界測地系へ移行するこ

ととなったが、本事業における基準点が日本測地系となっていることから、熊本県内における埋蔵文化財調

査に伴う基準杭、メッシュ杭はすべて日本測地系で示している。そのため、以下に世界測地系に変換した数

値を示すことで今後の資料とする。

　(4) その他

　発掘調査は遺構の種別を示す以下の記号と、一連の番号の組み合わせにより表記した。

　SA（柵列）　SB（掘立柱建物）　SC（回廊）　SD（溝）　SE（井戸）　SF（道路）　SG（池）　SI（竪穴建物）

　SK（土坑）　SP（柱穴）　SS（礎石）　ST（墓）　SX（その他、不明遺構等）

　※上記、遺構名称には本書で使用していない記号も含んでいる。

　※遺構観察表に記している色調については「新版標準土色帖」（1999）を使用した。



２　調査日誌抄

2004 年（平成 16年）

4.21 調査区の現況撮影実施

4.22 午前中、表土剥ぎ作業、調査機材等整理。午後、調査区周辺の除草作業。その後土嚢を作り調査区を囲む。

4.23 調査区の範囲に土嚢を積む（調査区のラインを明確にするため）。

4.26  午前中に土嚢作りをして調査区範囲に並べる。南西側から南東側に調査区全体を清掃。午後は調査区

南東端の表土残りを除去。

4.27  午前中は降雨のため作業は中止。午後から土嚢作り、調査区にシート張り作業。その後、南西上段部

から清掃。

4.28 調査区全体清掃。南側下段の精査を行い遺構検出作業を実施。

4.30 調査区北側の掘り下げ。

5.6 午前中は連休中の降雨による清掃作業を実施。その後、北側の精査を行い、遺構検出、写真撮影を実施。

5.7  午前中北側上段から清掃し遺構の検出に努める。中世期と見られる柱穴群を検出。午後から４級基準

点測量及びメッシュ杭設置。

5.10  週末の降雨による土砂の排出及び水汲みを実施。その後、清掃を実施したが再度降雨のため作業を中止。

午後から晴れたため全体の清掃を実施。

5.11 SA001、SA002、SA003、SA005、SA006、SB001 柱穴半裁。調査区北側の１層掘り下げ。

 遺構配置図（1/100）、割り付け図（1/20）作成、遺構検出状況撮影。

5.12  SD001 ～ SD003 掘り下げ。SA003、SA005、SA006、SB001 実測。午前中、SD001 ～ SD003（溝状

遺構）の掘り下げを実施。SA003、SA006、SB001 の土層断面を作成。文化課高木課長補佐来跡・指導。

5.13 降雨のため調査は中止。

5.14  前日までの降雨による雨水くみ上げ等を実施。SD001 ～ SD003 にトレンチを入れ立ち上がりを確認。

SA005、SA006、SB001 の完掘写真撮影。

5.17  前日までに降った雨水の水抜き作業を実施。やや現場が乾いたのちに上段の調査区北西端から清掃を

行い、SA002、SA003 の完掘写真撮影。

 県教育庁 大久保教育次長、文化課倉岡課長補佐、高木課長補佐来跡。

5.18 SD001 ～ SD003 完掘状況、SA001 完掘状況撮影。

5.19 SK001、SK002 完掘。1/20 で実測。

5.20 降雨のため作業中止。

5.21 SD001 ～ SD003 の実測。

5.24 完掘写真撮影のため全体清掃。本日は個別遺構の写真撮影を実施。

5.25 午前中に全景完掘写真撮影を実施。その後、調査機材等の整理。

5.26  午前中に調査事務所で図面整理、写真台帳作成、遺構台帳作成。午後は調査区内の杭を抜いて現地調

査を終了する。

5.27 図面整理。事務所撤収。



Fig.2　長山前田遺跡周辺地形図　　( １/5,000 )





Tab.3　遺跡地名表Fig.3　長山前田遺跡周辺遺跡地図



第Ⅲ章　調査報告
１　調査区の概要

　当該工事予定は大牟田市側から延びる三池トンネル坑口であるため、通常の線路予定地のみの場所よりも

横幅が広くなっている。調査区は背後の低丘陵性台地から関川に張り出す緩斜面上に位置しており、調査区

の中ほどの溝状遺構（溝 SD002）を境に北側を１区、南側を２区として調査時に設定してある。また、Grid

設定は調査面積（1,201㎡）が広くないこと、遺物包含層が後世の削平により残されておらず Grid での遺物

取り上げは必要ないと判断されたことから設定はしていない。（Fig.7）参照

２　各区の報告

　X=1225、Y=－44980 から X=1220、Y=－44953 にかけて調査実施した溝 SD002 を境に北側の遺構から報

告する。

１区柵列 SA001（Fig.4）P1 ～ P6 まで確認され、最大長（P1～ P6）の中心間は 9.7mを図る。しかし、P1

側は P2 との間隔からして調査区外に延びている可能性もある。南北側に並列する柱穴列が確認されなかっ

たことから、調査時点から柵列との認識がなされている。検出された遺構は、いずれも浅いが基底面レベル

はほぼ均一であることから、同時期に掘り込まれたものとして間違いないと考えられる。柱穴１基あたりの

直径は約 20㎝から 35㎝程度とバラつきはあるが、中心ラインはほぼそれぞれの柱穴の中心を通る。P6のみ

は遺構深度、直径と

もに違いはあるが、

ラインが中心線上に

位置していることか

ら同一遺構として報

告する。柱痕跡、根

固めの土層等は確認

されていない。

土坑 SK001（Fig.5）先述した柵列 SA001 の南側に位置し主軸はほぼ北を

向く。遺構全長は 3.3mで、幅は断面図を作成した範囲で 50㎝を測る。両

端でやや断面位置よりも幅が広がるが極端ではない。遺構南端ではやや西

に向き逆 L字状に曲がるが先は延びない。掘削深度は浅く、下端付近はほ

ぼ水平である。出土遺物はない。

土坑 SK002（Fig.6）土坑 SK001 の西側に位置し検出された円形の遺構。

直径73㎝で、検出深度は13㎝である。遺構埋土は土坑 SK001と類似する。

出土遺物はない。

Fig.5　土坑 SK001 実測図 Fig.6　土坑 SK002 実測図

Fig.4　柵列 SA001 実測図



Fig.7　長山前田遺跡遺構配置図及び座標変換点



溝 SD001 ～ SD003（Fig.8）本調査区で１区、２区の間で検出し

た遺構。全長は約 26m、主軸はN-76.5°- Wを測る。

　遺構検出、掘削時には１条の溝状の遺構として認識され調査さ

れているが、完掘時点で３条の溝が切り合っていると判断し、断

面図で溝の切り合いを表している。

　整理時の図面検証の結果、溝は３条であること、切り合いの中

心に溝 SD001 が掘り込まれていることを確認した。しかし、溝

SD002、SD003 間の切り合いは不明である。遺構ラインの推定を

検討した結果、溝 SD001 の断面形状等が最も規模が小さく、溝

SD002 が最も規模の大きな遺構であると判断された。断面形状は

いずれの溝も緩い U字状で西に行くほど深くなる。土色は調査時

点での記録がなく不明であった。

　断面 C-C' 部では、南側に向かって階段状の遺構も確認されてい

る。下段より２段目に向かっては緩く弧を描き段差を付けるが、

これは本来の形状ではないと判断される。使用途上での崩落の結

果であろう。溝 SD003 から１段目までの比高差はやや高く約 20

㎝を測るが、２段目との段差は数センチしか残されていない。後

世の削平によるものであろう。

　東側から直線的に延びてきた溝は C-C' の階段状遺構直下でやや

南に角度を変え蛇行し、その後再度直線に延びたのち、北へ屈曲

を始める様相を呈する。延長線は用地買収外へ延びていることか

ら最終的な形状は不明である。

　埋土からは中世後期に位置する青磁皿片が出土しているが、同

時に近世磁器の長頸壺胴部片が出土しているため、本遺構は近世

の遺構であると考えられる。その他には、欠損端部が丸くなった

土師器片が数点出土している。土地掘削時に上層にあった遺物の

流れ込み、または表土に使用する耕作土を持ち込んだ際にすき込

まれた可能性もある。

Fig.8　溝 SD001 ～ SD003 実測図



２区　柵列 SA002 ～ SA005 （Fig.9）１区で検出した柵列遺構と違い、柵列 SA002 から柵列 SA005 とし

て検出・確認した柵列はほぼ南北に主軸を有する。後に報告するが、柵列 SA002・SA003 と柵列 SA004・

SA005 間で検出した掘立柱建物 SB001 を基準とした柵列であったことは、遺構の配置から十分検討するに

足るものである。

　遺構の全長はそれぞれ柵列SA002が5.1m、柵列SA003が12.2m、柵列SA004が14.4m、柵列SA005が8.1m

を測る。また、同時期の柵列であるとした根拠は、中央の建物を挟み西側に位置する柵列 SA002・SA003 が

黒褐色土系の埋土、東側に位置する柵列 SA004・SA005 が灰色砂質土の埋土を有すること、それぞれの土壌

のなかで同時期に廃絶されたと見られること、遺構下端がほぼ均一で後世期の柱穴が混入しているとは考え

られないこと等である。

掘立柱建物 SB001（Fig.10）調査区のほぼ中央部で確認された遺構。側柱は４間×２間で中心に半間ずらし

た状態で中柱を配している。長軸方向の全長は 15.6m、短軸側は 5.4m、主軸はほぼ南北に位置する。本建

物で検出した柱穴群もほかの柵列柱穴群同様に、埋土が灰色と黒褐色土系の埋土であること、下端レベルが

ほぼ同一であることから柵列と同時期の遺構であると考えられる。

　また、建物を検出した場所は 45.250m付近の等高線間隔が広がっており、緩斜面を削平し整地しているこ

とが窺える。埋土中から図示できる遺物の出土はなく、欠損部端部が磨滅したものが多く年代を与えるだけ

の材料をもった資料はない。

Fig.9　柵列 SA002 ～ SA005 実測図



Fig.10　掘立柱建物 SB001 実測図



３　まとめ

　今回の調査で検出した遺構は、明確な時期の遺物を含むものではないため、遺構そのものに時期を与えることは非

常に危険である。しかし、調査を実施した記録と調査担当者の言を借りまとめとしたい。

　調査を実施した平坦面を含む丘陵は、背後の低丘陵から延びる尾根上に位置する平坦面であることから、本調査区

で検出した遺構が当該丘陵上で検出できるすべての遺構である。中心となる建物（SB001）が狭い丘陵上の中央に尾

根方向に沿って建てられていたことも土地利用を意識したうえでのものと考えられる。また、建物の両端に柵列が並

び、両方向からの見通しを分断するような構成となっており、建物の性格を判断するうえで重要な意味合いを持つ。

また、遺物包含層が形成される土地ではないこと、遺構検出面が表土層直下であることなどを考慮すると、平野部に

位置する遺跡と違い遺物の移動は少なく、出土した遺物が限りなく遺構の年代に近いことが予想される。

　出土した遺物をみると、主に溝 SD001 ～ SD003 埋土から弥生後期の土器片、中世後期の龍泉窯系青磁片が出土

している。主な遺構は龍泉窯系青磁が持ち込まれた中世後期の掘立柱建物 SB001 などで、これら遺構群造成の際の

丘陵上の平坦部造成に伴い、弥生後期の遺構は消滅したものと考えられる。溝 SD001 ～ SD003 埋土からは、碁笥

底皿青磁、細連弁文青磁 
1

の小片が出土しており、これらの遺物が流通する 16世紀前半以降の年代が本遺跡で確認し

た遺構群に与えられる年代であろう。

　遺跡が立地する土地は福岡県と熊本県の県境が入り乱れていることから、見通しのきく丘陵上には簡易な砦が多く

築かれ、本城に対する出城の機能を持った施設であったと考えられる。

　遺跡の年代を 16世紀前半から後半頃であったとすると、肥後国衆一揆が起こった 1587 年（天正 15年）前後で、

当該地区を含む肥後国北部が不安定な時期とも重なる。このことから、本遺跡で確認された遺構は、丘陵直下を通る

三池街道への監視のための施設であった可能性が高いと考えられる。　

1　 中世土器研究会『概説 中世の土器・陶磁器』　真陽社　1995の「貿易陶磁器（中世後期の貿易陶磁器）B青磁」中で亀井明徳氏により、14～16世紀にA-雷文帯蓮弁文椀、

B- 細蓮弁文（鎬文）椀の２型式に分類し、うち細蓮弁文については弁の先端が剣頭状でヘラによる片切彫りである B-1 と、口縁直下に連続する弧線を描きそこから

任意に高台方向に縦線を下ろす B-2 の２型式に分類している。

　長山前田遺跡現況　2011（平成 23年）初夏
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PL. 1    調査区から新幹線トンネル坑口（玉名方面）

PL. 2　溝遺構を挟み掘立柱建物SB001 方向遺構検出状況



PL. 3　柵列 SA001 完掘（東より）

PL. 4　掘立柱建物SB001 完掘（北より）
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第Ⅰ章　調査の経過 第Ⅱ章　遺跡の環境（図 1）



第Ⅲ章　調査の成果
（図 1・2・3）



（図 6、Ph.1）



（図43～ 51）

概要

（図 48～ 51、Ph．12 ～ 16）

出土状況

土器



（図 43～ 45、Ph．10・11）

小結

概要



（図 5～ 8・43・48・49・52、Ph．6・13・14）

（図 5～ 10）

（図 9・10）

（図 43・52、Ph.10・21）

土器

石器



（図 11～ 13・21 ～ 24・52・53、Ph．1～ 5）

図 11～ 14・22、Ph．1～ 5）

’ ’’

’ ’’ ’’’

（図 14）

（図11～14・21・22・52・53、Ph．2～5・16～18・20・21）



土器

（図 53、Ph.18）

概要

（図 14～ 21、Ph.2 ～ 6）

（図 14～ 21、Ph.2 ～ 6）



（図 19・20）

（図 54、Ph.19）

土器

（図 24～ 30、Ph.7）

（図 24～ 30、Ph.7）

（図 25・26)

（図 53・54、Ph.19）

土器



( 図 54、Ph.19)

概要

（図 31～ 35、Ph.8・9）

（図 31～ 35、Ph.8・9）

（図 32・35)

（図 54、Ph.9・19）

土器

（図 31～ 33・54、Ph.8・9・19）



概要

（図 36～ 40・54、Ph.9・19)

（図 36 ～ 40、Ph.9）

（図 36・38・40,Ph.9）

（図 54・Ph.19）

土器



（図 41・38・54、Ph.9)
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※この分布図では、板付Ⅰ式土器は、便宜上縄文土器に含めている。











付表 1・2　解説　　両迫間日渡遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社　分析抜粋（編集　亀田）
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大畦畔内敷粗朶技法検出状況（西から）



包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔検出状況（南から）

包Ⅷb層ほか耕作面粗朶等検出状況（西から）



Ph. 1

１　調査区南東壁土層断面　B2-B4（南から） ２　 調査区南東壁土層断面　B2-B4（B4からB2に向かっ
て5m）（北東から）

３　調査区南東壁土層断面　B2-B4（W12）（東から） ４　調査区北西壁土層断面　C0付近（南東から）

５　U-U’（P-P’）Z13・Y13（南から） ６　調査区南西端土層図（東から）

７　調査区北東壁東寄り　D3-D3’（西から）
　　（手前　大畦畔検出状況）

８　調査区北東壁南寄り　D3-D3’（南から）

調査区壁面断面



Ph.２

１　包Ⅷb層畦畔検出状況（南東から） ２　包Ⅷb層畦畔検出状況（南東から）

３　包Ⅷ層下層畦畔検出状況（北西から） ４　 包Ⅷ層下層（手前）及び包Ⅷb層（奥）
　　畦畔検出状況（北西から）

５　包Ⅷb層杭列検出状況（北西から） ６　包Ⅷb層杭列検出状況（北東から）

７　包Ⅷ層下層杭列出土状況（北東から） ８　包Ⅷ層下層杭列出土状況（東から）

包Ⅷb～包Ⅷ層下層水田区画検出状況



Ph.３

１　包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔杭列検出状況
（東から）

２　包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔杭列検出状況
（西から）

３ 　 包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔内粗朶等検出状況
　　　　　　　　　　 　 　（北西から）

４ 　 包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔内粗朶等検出状況
　　　　　　　　　  　　　　（西から）

５ 　 包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔内粗朶等検出状況
　　　　　　　　　　　  　　（西から）

６　包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔杭列検出状況
 （西から）

７　包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔杭列検出状況（北から） ８　包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔杭列検出状況（南から）

包Ⅷb層ほか耕作面大畦畔杭列・畦畔内粗朶検出状況



Ph. ４

１　B12　331-335杭断面（T-T’ 北側）（南から） ２　A11　331-335杭断面（T-T’ 南側）（南東から）

３　B12　331-335杭断面（T-T’北側）（南東から） ４ 　 B12　H-H’、写真No.1-3（実14：小形扁平）、
　　写真№1-5（実16：小形扁平）、写真No.1-4杭

５　B12（g-g’）写真No.22-8 ～ 21杭立面（南西から） ６　Z15（e-e’）写真No.10-1杭断面（東から）

７　C11（ア-ア’）写真No.24-1 ～ 6杭断面（南から） ８　B13　写真No.11-1 ～ 3杭立面（西から）

包Ⅷb層・包Ⅷ層下層ほか杭列断面及び下部構造



Ph. ５

１　B12　写真No.22-1 ～ 8杭断面（南から） ２　B12　エ－エ’杭断面（南から）

３　K14・Z14　K-K’杭断面（東から） ４　杭立面（南から）

５　Z14　杭立面（北から） ６　A14　杭立面（南から）

７ 　 Z14・15，Y15　包Ⅷ層（下層）畦畔・水路検出状況
　　　　　　　　　　　　　　  　　（南から）

８　A15・16，Z15・16　包Ⅸ層畦畔検出状況（北から）

包Ⅷb層・包Ⅷ層下層ほか杭列断面及び下部構造及び包Ⅸ層畦畔検出状況



Ph. ６

２　Y13　包Ⅸ層畦畔及び石製穂摘具検出状況（北から）

１　Y13　包Ⅸ層畦畔及び石製穂摘具検出状況（北から）
３　Y13　包Ⅸ層畦畔及び石製穂摘具検出状況（北から）

４　包Ⅷ層耕作面検出状況（南東から） ５　包Ⅷ層耕作面検出状況（北東から）

６　包Ⅷ層耕作面検出状況（南東から） ７　包Ⅷ層耕作面南側検出状況（南東から）

石製穂摘具出土状況と包Ⅷ層耕作面検出状況



Ph. ７

１　包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔検出状況
（北西から）

２　包 Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔西側検出状況
（北西から）

３　包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔検出状況
（北西から）

４　包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔検出状況
（北西から）

５　包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔検出状況
（南西から）

６ 　 包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔西側検出状況
　　　　  　　　　   　　（北から）

７ 　 包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔西側検出状況
　　　　　　　　　　  　（南西から）

８ 　 包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔西側検出
状況（東から）

包Ⅷ層下層～包Ⅷ層杭列・畦畔検出状況



Ph. ８

１　 C11　包Ⅷb～包Ⅷ層下層ほか杭列検出
状況（南から）

２　 C12　包Ⅷb～包Ⅷ層下層ほか杭列検出
状況（南から）

３　 B12・C12　包Ⅷb～包Ⅷ層下層ほか杭列
検出状況（南西から）

４　C12　包Ⅷb～包Ⅷ層下層ほか杭列検出状況
（南から）

５　包Ⅶb層西側耕作面検出状況（北から） ６　包Ⅶb層西側耕作面検出状況（東から）

７　包Ⅶb層西側耕作面検出状況（北から） ８　包Ⅶb層西側耕作面検出状況（北西から）

包Ⅷb～包Ⅷ層下層ほか杭列出土状況／包Ⅶb層検出状況



Ph. ９

１　Y10・Z9　包Ⅷb層畦畔及び須恵器出土状況
（南から）

２　D9　包Ⅷa層畦畔検出状況（北から）

３　包Ⅶb層西側耕作面検出状況（北東から） ４　包Ⅶb層西側耕作面検出状況（南東から）

５　包Ⅶb層西側耕作面検出状況（北東から） ６　包Ⅶa層西側耕作面検出状況（北西から）

７　包Ⅶa層西側耕作面検出状況（北東から） ８　包Ⅵc層西側溝検出状況（東から）

包Ⅷb～包Ⅷ層下層ほか杭列出土状況／包Ⅶb層検出状況



Ph.10

１．包Ⅸ層畦畔上出土（石製穂摘具）、包Ⅷ層、包Ⅷb層出土石器（打製石鏃）

２．包Ⅶb～包Ⅷb層出土石器（スクレイパー等）

包Ⅸ層、包Ⅷ層
43-4

出土石器１

包Ⅷ層
43-3

包Ⅷ層
43-1

包Ⅷb層
43-2

包Ⅶb層
44-6

包Ⅷb層
44-2

包Ⅷ層上面
44-5

包Ⅷ層下層
44-4

包Ⅷb層
44-3

包Ⅷb層
44-1



１．包Ⅸ層、包Ⅷc層下層出土石器（石核）

２．包Ⅷ層上層～包Ⅸ層出土石器（剥片）

Ph.11

包Ⅸ層上面
46-1

出土石器２

包Ⅸ層
45-1

包Ⅷc層下層
46-2

包Ⅸ層
45-2

包Ⅷc層下層
47-8

包Ⅷb層
47-1 包Ⅷ層下層

47-2

包Ⅷ層上層
47-3

包Ⅸ層
47-4

包Ⅷc層下層
47-6

包Ⅸ層
47-5

包Ⅷb層
47-7



Ph.12 包Ⅹ・包Ⅸ層出土　縄文土器（精製土器）

包Ⅹ層
48-1

包Ⅸ層
48-7

包Ⅹ層
48-3

包Ⅸ層上層
48-10 包Ⅸ層

48-6

包Ⅸ層
48-13

包Ⅸ層
48-15

包Ⅺ層上層
48-17

包Ⅺ層上面
48-17

包Ⅹ層
48-4

包Ⅺ層上面
48-16



２．包Ⅹ・包Ⅸ層出土　縄文土器（粗製土器）

Ph.13

１．包Ⅹ・包Ⅸ層出土　縄文土器（精製土器）

包Ⅸ層上層
48-9

包Ⅹ・包Ⅸ層出土　縄文土器

包Ⅸ層
48-8

包Ⅸ層
48-14

包Ⅹ層上層
48-2 包Ⅸ層

48-11 包Ⅸ層
48-12

包Ⅹ層
49-1 包Ⅸ層

49-6
包Ⅸ層上層
49-13

包Ⅸ層
包Ⅹ層上層
49-7

包Ⅸ層
49-9

包Ⅸ層
49-8

包Ⅸ層上層
49-14



Ph.14

２．包Ⅷb・包Ⅷc・包Ⅷ層下・包Ⅶb層ほか出土　縄文土器（粗製土器）

１．包Ⅹ・包Ⅸ層出土　縄文土器（粗製土器）

包Ⅹ・包Ⅸ・包Ⅷb・包Ⅷc下層ほか出土　縄文土器

包Ⅸ層
49-12

包Ⅸ層
49-5

包Ⅸ層
49-10

包Ⅹ層
49-3

包Ⅹ層
49-4

包Ⅹ層
49-2

包Ⅸ層
49-11

包Ⅷb層
50-1

包Ⅷb層
50-7

50-15
包Ⅶb層
50-13

包Ⅷb層
50-6

包Ⅷb層
50-3

包Ⅷc下層
50-4

包Ⅷb層
50-2

包Ⅶb層
50-14

包Ⅷb～包Ⅷ層
50-12



２．包Ⅷb・包Ⅷc・包Ⅷ・包Ⅶb層ほか出土　縄文土器（精製土器）

Ph.15

１．包Ⅷb・包Ⅷc・包Ⅷ層下ほか出土　縄文土器（粗製土器）

包Ⅷb・包Ⅷc・包Ⅷ層ほか出土　縄文土器

包Ⅷ層上層
50-11

包Ⅷc下層
50-8

包Ⅷb層
50-5

包Ⅷc下層
50-9

包Ⅷc
下層
51-10

包Ⅷb層
51-2

包Ⅷb層
51-3

包Ⅷ層上層
51-11

包Ⅷb層
51-1

包Ⅷb層
51-4 包Ⅷb層

51-5

51-18
包Ⅶb層
51-17

包Ⅷb層
51-7



Ph.16

２．包Ⅸ・包Ⅷb・包Ⅷc層出土　弥生土器

１．包Ⅷb・包Ⅷc・包Ⅷ・包Ⅶb層ほか出土　縄文土器（精製土器）

包Ⅷc層下層
51-8

包Ⅷb・包Ⅷc・包Ⅷ・包Ⅶb層ほか出土　縄文土器・弥生土器

包Ⅷc層下層
51-9

包Ⅷb層
51-6

包Ⅶb層
51-15

包Ⅶb層下層
51-13

包Ⅶb～包Ⅷ層
51-16

包Ⅷb層
52-8

包Ⅷb層
52-7

包Ⅷc層下層
52-6

包Ⅷc層下層
52-16

包Ⅷc層下層
52-15

包Ⅷb層
52-11

包Ⅸ層下層
包Ⅷc層下層
52-10

包Ⅷb層
52-9

包Ⅸ層
52-1



２．包Ⅷc層下層ほか出土土器　弥生終末～古墳時代初頭土器

Ph.17

１．包Ⅷb・包Ⅷc層出土　弥生土器

包Ⅷb・包Ⅷc層ほか出土　弥生土器ほか

52-12
包Ⅷb層、包Ⅷc層下層

52-12

包Ⅷb層
52-13

包Ⅷb層
52-14

包Ⅷc層下層
包Ⅸ層
53-1



Ph.18 包Ⅷb・包Ⅷc層ほか出土土器　弥生終末～古墳時代初頭土器

包Ⅷc層
包Ⅷc層下層
包Ⅸ層下層
53-3

包Ⅶ層下層
包Ⅷb層
包Ⅸ層
53-4

包Ⅷb層
53-5

包Ⅷ層
包Ⅷb層
53-6

包Ⅷ層
包Ⅷb層
包Ⅷc層

53-2

53-2

53-2

53-3

53-4



包Ⅷ・包Ⅶb・包Ⅶa層出土　弥生土器・土師器・須恵器 Ph.19

包Ⅶb層下層
54-10

包Ⅶa層
54-21

包Ⅶb層
54-13

包Ⅷ層
包Ⅷb層
54-2

包Ⅶb層
54-14

包Ⅶb層
54-9

包Ⅶb層・包Ⅷ層上面
54-16

包Ⅶb層
54-1154-16

包Ⅷ層上層
54-6 包Ⅶa層

54-20

包Ⅷ層
54-8

包Ⅷ層
54-3

包Ⅷ層上層
54-5

包Ⅶb層
54-18

包Ⅶb層下層
54-19

包Ⅶa層
54-23



Ph.20 包Ⅸ・包Ⅷb・包Ⅷc層出土　弥生土器

52-4

包Ⅷc層
包Ⅷb層
包Ⅸ層
52-4



包Ⅸ・包Ⅷb・包Ⅷc・包Ⅷ・包Ⅶb・包Ⅶa層出土　弥生土器・土師器・須恵器 Ph.21

54-1

包Ⅶa層
54-15 包Ⅶb層

54-17

包Ⅷ層
54-7

包Ⅵc層
54-24

包Ⅷc層下層
包Ⅷb層

包Ⅸ層、包Ⅹ層
52-5

包Ⅸ層
包Ⅷ層
52-3



Ph.22 断面大形三角形・中形三角形杭

（53）
55-1

（317）
55-2

（36）
55-3

写真№
24-5

写真№
6-2
55-5

写真№
22-15
55-4

（52）
55-7

写真№
22-11
55-8

（203）
55-9

写真№
11-3
55-6

（305）
56-1

（15）
56-2

写真№22-5
56-3

（320）
56-4

大形、断面三角形杭

中形、断面三角形杭 中形、断面三角形杭

（56-1）

（325） 写真№
23-1（101）

（　）内は取り上げ番号



断面大形四角形・中形四角形杭 Ph.23

断面四角形杭

中形、断面四角形杭

（96）
56-5

写真№
24-2
56-6

（105-2）
写真№
17-1

写真№
20-2

写真№
24-6 （35）

写真№
11-4

写真№
22-4

（33） 写真№
22-14

（334）

（2）
56-7

（313）
56-8

（32）
56-9

写真№
22-7
57-1

写真№
11-7
57-2

写真№
21-1
57-3

写真№
11-2
57-4

（59）
57-5 （1021）

57-6

（　）内は取り上げ番号



Ph.24 断面大形扁平・中形扁平・小形扁平・小形丸形・小形三角形杭

（50）
57-7 （1022）

57-8
（55）
57-9

（57）
57-10

写真№
24-4

断面大形扁平杭

（331）
58-2

写真№
21-2
58-1

（24）
58-3

（209）
58-4

（58） 写真№
11-11

断面中形扁平杭

断面小形扁平杭 断面小形丸形杭 断面小形三角形杭

写真№
1-5
58-5

（319） （338）

写真№
20-1

（210）

（216）

（312）

写真№
22-10

写真№
1-3
58-6

写真№
10-2
58-7

写真№22-18
58-8

（　）内は取り上げ番号



包Ⅷb層畦畔検出状況（南東から）

包Ⅷ層耕作面検出状況（北東から）

Ph.25
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